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１． はじめに  

 本報告は，既報１）２）に続いて膨張材併用軽量床版のはり供試体の静的曲げ試験及び疲労試験のうち，膨張

材を標準混和量の 1.5 倍混和したケミカルプレストレストコンクリート相当の軽量 RC（以下，L-45）の試験

結果をリファレンスとして，新たに上下方向の膨張を受け止める縦筋の量を 50％低減した軽量 RC（以下，

L-45H）の静的曲げ試験及び疲労試験を実施した．L-45H は，膨張材による効果のうち上下方向の拘束効果が

低減されること，また，縦筋が間引かれることによるせん断耐力の低下が生じると推察され，このことで，疲

労進展の挙動にどのような変化が生じるのかを究明することに着眼し，静的曲げ耐力，疲労特性，破壊挙動に

ついて L-45 との比較について報告をする． 

２． 実験方法 

（1） 実験供試体 

 L-45H の供試体の諸元を図-1 に示す．上下

方向の膨張を受け止める目的で配置してい

る D10(SD345)の縦筋は，L-45 の鉄筋を間引

き配置とし，その鉄筋量はちょうど 50％とし

た．その他の条件は全く同じである．コン

クリートの配合を表-1 に示す．W/B=25.8％

の低水セメント比の配合である．供試体及

びテストピースともに，7 日間の湿潤養生，

脱枠は，供試体は14日目，テストピースは，

材齢 27 日目とした． 

（2） 試験計画 

 疲労試験に先立ち，静的曲げ試験を実施した．せん断スパン比は，既報１）と同じ a/d=4.7 程度，アムスラ

ー試験機を用いて 200 ㎜間隔の 2点載荷を行った（載荷位置は図-1,図-2 参照）．また，疲労試験の載荷方法，

最大荷重については，既報２）と同じである． 

３． 実験結果 

（1） 静的載荷試験 

図-3 に静的曲げ試験の結果を示す．グラフに既報１）の L-45 のデータも重ねた．鉄筋降伏後も急激な破壊は

なかったものの，図-4 のひび割れ図に示すように，支間の 1/4 点から載荷点方向に伸びるひび割れの発生が

キーワード 梁供試体，軽量コンクリート，膨脹材，疲労試験，破壊形態 

連絡先 〒101-8462 東京都千代田区神田錦町 3-22 パシフィックコンサルタンツ株式会社 TEL03-6777-4720 

図-1 L-45H 実験供試体諸元 

図-2 L-45 実験供試体諸元１）２） 

表-1 供試体の配合及び強度等 

低添加型 標準型 軽量 普通 軽量 普通 圧縮 引張
軽量(L-45H) 25.8 48.5 148 556 0 45 556 ー 515 ー 5.1 64.7 2.84 20.8
*1：AE減⽔剤標準型(I種) ・空気量:4.5％ ・⽬標スランプ:21㎝以上
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確認された． 

（2） 疲労載荷試験 

① 破壊までの経過 

図-5 に疲労試験結果を示す．繰返し載荷の過程で，たわみは

緩やかに増加した．42 万回から，最大荷重を 34kN に上げ，その

後も破壊に至る兆候が見られなかったため，最大荷重を徐々に増

加させた．その過程は，既報１）と同じである．最終的に 40kN ま

で上げた段階で，破壊に至った．この時の破壊形態は，鉄筋の疲

労破断であった．最大荷重,繰り返し回数はともに L-45 よりも大

となった． 

② ひび割れの進展状況 

L-45H は，図-6 に示すように L-45 と類似した曲げひび割れ

の発生の形態をとったが，支間の 1/4 付近から発生したひび

割れが載荷点方向に進展するひび割れの進展がよ

り顕著であった． 

（3） 実験結果の考察 

静的曲げ試験の結果から，L-45H は L-45 には見ら

れなかった斜めひび割れの発生を伴ったものであ

った．これは，縦筋が間引かれているために生じた

現象と考えてよい．一方，疲労試験においては，

L-45H の方が斜めひび割れの発生が顕著である．し

かしながら，L-45 と同じ疲労載荷条件において，鉄

筋破断が先行することになった．最大荷重,繰り返

し回数はともに L-45 に比べて大きくなったのは，

斜めせん断ひび割れが多く発生したため,相対的に

主鉄筋の引張応力が抑えられ,この現象によって，

若干なりとも疲労破断が生じにくいなったのではないか推察される． 

４． まとめ 

軽量骨材と膨張材を標準混和量の 1.5 倍混和したケミカルプレストレストコンクリートに配置する縦筋の

量に着目した試験結果から，50％程度に間引いた場合でも，静的曲げ耐力の低下はなく，疲労特性としても同

程度であった．ただし，L-45H は，本試験の載荷条件において，耐荷機構の保持のために，斜めせん断ひび割

れの発生が前提となると推定され，縦筋と載荷位置の関係によっては，静的曲げ耐力及び疲労耐久性が小さく

なる可能性がある． 
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図-3 静的曲げ試験結果（荷重-変位） 

図-4 静的曲げ試験結果（ひび割れ図） 
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図-5 疲労試験結果（繰返し回数－18kN 総たわみ曲線） 

図-6 疲労試験結果（終局時のひび割れ発生状況，左：L45，右：L45-H） 
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